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「
進
化
す
る
ト
ヨ
タ
の
日
本
的
経
営
」
語
る

一
流
経
済
人
招
い
て
「
経
営
革
新
」
講
座

　

現
役
の
経
済
人
を
講
師
に
招

い
て
行
う
、
中
央
大
学
南
甲
倶

楽
部
寄
附
講
座
「
経
営
革
新
」

が
９
月
30
日
か
ら
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
講

座
は
、
昨
年
度
は
一
部
を
除
き

総
合
政
策
研
究
科
に
在
籍
す
る

院
生
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、今
年
度
は
開
か
れ
た
研
究
・

教
育
方
法
を
め
ざ
す
産
学
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、

広
く
学
部
学
生
や
一
般
の
聴
講

も
オ
ー
プ
ン
に
し
、
同
時
に
法

学
・
経
済
学
・
商
学
研
究
科
で

も
正
規
開
講
科
目
に
な
っ
た
。

　

初
回
の
講
義
は
「
ト

ヨ
タ
の
経
営
改
革
『
メ

ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
と
日
本
的
経
営
の
進

化
』」
と
題
し
て
、
講

師
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
副

社
長
の
荒
木
隆
司
氏
＝

写
真
＝
を
招
い
て
開
催

さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ

た
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
館
14
階
の
大
教
室

に
は
、
私
服
姿
の
学
生

か
ら
、
ス
ー
ツ
姿
の
会

社
員
ま
で
多
く
の
受
講

者
が
集
ま
り
、
座
席
が

不
足
す
る
ほ
ど
の
盛
況
。

み
な
真
剣
な
表
情
で
、「
世
界

の
ト
ヨ
タ
」
の
経
営
哲
学
に
聞

き
入
っ
た
。

　

「
日
本
的
経
営
が
間
違
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
荒
木

氏
は
語
る
。
キ
ヤ
ノ
ン
も
そ
う

だ
が
、
ト
ヨ
タ
の
理
念
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
は
円
高
不
況
を
克
服
し

て
、
04
年
度
３
月
期
の
連
結
最

終
利
益
は
１
兆
１
６
２
０
億
円

と
日
本
企
業
で
初
の
１
兆
円
超

え
。
そ
こ
に
は
、
従
来
の
「
日

本
的
経
営
」
の
進
化
が
重
要
な

点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年

そ
れ
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
風
潮
に

あ
る
が
、
こ
の
機
会
に
日
本
的

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
進
化
さ
せ

て
い
け
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

に
お
け
る
競
争
力
は
追
加
さ
れ

る
。
伝
統
的
な
強
み
と
新
た
に

追
加
さ
れ
る
強
み
の
複
合
的
結

合
が
よ
い
結
果
を
生
む
、
と
述

べ
た
。

　

「
世
界
の
４
分
の
３
の
人
は

ま
だ
車
を
運
転
し
て
い
な
い
」

と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。
ト

ヨ
タ
の
２
０
１
０
年
グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
い
く
つ
か

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
が
、
今

後
は
地
球
規
模
で
の
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
と
予
測

す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
ド
な

ど
の
国
で
は
ま
だ
ま
だ
新
た
な

需
要
が
生
ま
れ
て
く
る
、
と
し

て
い
る
。他
に
も
少
子
高
齢
化
・

成
熟
社
会
の
進
展
な
ど
。
そ
れ

ら
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
描

け
る
、
と
い
う
。

　

同
時
に
「
地
球
規
模
で
の
最

適
生
産
」
が
大
事
だ
、
と
も
荒

木
氏
は
指
摘
し
た
。
マ
ル
チ
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
へ
向
け
て
、
世
界
の
生
産

工
場
を
拠
点
化
し
て
い
く
こ
と

で
、
国
際
的
な
分
業
体
制
を
一

層
築
い
て
い
く
。
ト
ヨ
タ
は
地

球
規
模
で
の
最
適
生
産
へ
向
け

て
動
き
だ
し
て
い
る
と
、
先
端

を
い
く
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話

が
つ
づ
い
た
。

　

南
甲
倶
楽
部
は
、
主
に
経
済
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ほ
ん
の
り
本
上
ま
な
み
さ
ん
来
校

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
＆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
イ
ベ
ン
ト
で

　

ほ
ん
の
り
清
楚
な
風
が
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
８
３
０
２
教
室

を
吹
き
抜
け
る
。女
優
の
登
場
に
、

ギ
ャ
ー
で
も
キ
ャ
ー
で
も
な
い
、

「
う
わ
ぁ
」
と
ウ
ッ
ト
リ
し
た

よ
う
な
タ
メ
息
が
も
れ
た
。

「
本
上
ま
な
み
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
・
イ
ン
多
摩
」。
10
月
29

日
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
、

本
上
ま
な
み
さ
ん
＝
写
真
＝
が

顔
を
み
せ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
「
学
術
・
文
化
・

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
」
の

共
催
企
画
で
、第
１
部
は「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
多
摩
」の
活
動
報
告
会
。

多
摩
地
域
の
50
大
学
、
14
行

政
、
40
企
業
・
機
関
が
加
盟
す

る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
摩
」
は
、

多
摩
地
域
の
活
性
化
や
多
摩
の

魅
力
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

活
動
報
告
会
で
は
、
学
生
中
心

で
運
営
し
て
い
る
学
生
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ-

Ｃ
Ｕ
Ｐ
、
立

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
亀
谷
誠
一
氏

と
語
る
趣
向
だ
。

　

司
会
者
に
な
っ
て
の
本
上
さ

ん
の
感
想
や
、
放
映
さ
れ
た
映

像
を
み
な
が
ら
「
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」
の
紹
介
を
中
心
に
ト
ー

ク
が
つ
づ
い
た
。「
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
」
は
、
映
画
、
音
楽
、

文
学
、ア
ー
ト
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

各
ジ
ャ
ン
ル
の
第
一
線
で
活
躍

す
る〈

ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー〉

を
毎
週
１
人

（
組
）ス
タ
ジ
オ

に
招
き
、
そ
の

魅
力
や
人
気
の

裏
側
に
あ
る
秘

密
や
本
音
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
め
ぐ
る
カ
ル

チ
ャ
ー
・
ト
ー

ク
番
組
。

　

「
目
標
に

向
か
っ
て
ま
っ

す
ぐ
進
め
る
人

に
た
く
さ
ん
出

会
っ
て
、
い
つ
も
感
動
し
て
い

ま
す
。
自
分
も
自
信
を
持
っ
て

い
え
る
も
の
を
見
つ
け
た
い
」

と
、
司
会
者
は
あ
く
ま
で
も
の

静
か
で
謙
虚
だ
っ
た
。

　

「
本
上
さ
ん
は
お
き
れ
い
な

方
で
す
が
、
番
組
収
録
後
に
ゲ

ス
ト
の
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ

れ
な
い
ん
で
す
か
？
」

　

質
疑
応
答
で
は
、
こ
ん
な
思

界
で
活
躍
す
る
学
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
親
睦
団
体
で
、
２
０

０
２
年
に
は
設
立
50
周
年
を
迎

え
た
、
こ
の
種
の
団
体
と
し
て

は
私
学
で
も
屈
指
の
団
体
だ
。

そ
の
設
立
目
的
の
一
つ
と
し

て
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
寄
附
講
座

は
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
今

年
度
の
講
座
は
、
有
富
慶
二
・

ヤ
マ
ト
運
輸
会
長
や
佐
治
信

忠
・
サ
ン
ト
リ
ー
会
長
、
後
藤

卓
也
・
花
王
会
長
ら
文
字
通
り

日
本
の
経
済
界
を
リ
ー
ド
す
る

多
彩
な
講
師
陣
を
そ
ろ
え
、
来

年
１
月
27
日
に
行
わ
れ
る
鈴

木
敏
文
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

会
長
（
南
甲
倶
楽
部
会
長
）

の
最
終
講
義
ま
で
つ
づ
く
。
講

義
日
程
は
中
央
大
学
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http:/

/w
w
w
2.tam

acc.ch
u
o
-

u.ac.jp/daigakuin/dep_pol/

keieikakushin.htm

）。

【
学
生
記
者　

滝
沢
孝
祐
】

川
市
で
の
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
の
活
動
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
つ
か
っ
て
報
告
し
た
。

　

教
室
が
学
生
ら
で
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
き
た
。
第
２
部
の
開
始

で
あ
る
。
本
上
さ
ん
が
登
場―

―

。
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
身
長

が
高
く
、
小
顔
。
さ
わ
や
か
な

ほ
ほ
え
み
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
司

会
者
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
制
作
局

少
年
・
こ
ど
も
番
組
チ
ー
フ
プ
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済
は
不
況
と
な
り
、
社
会
的
に

は
凶
悪
事
件
が
お
こ
り
、
90
年

代
の
日
本
は
漂
流
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
現
在
を
「
９
・
11

（
01
年
）
時
代
」
と
形
容
す
る
。

　

「
小
泉
首
相
は
運
が
い
い
、

ツ
キ
が
あ
る
。
ツ
キ
も
政
治
の

ひ
と
つ
だ
。
そ
し
て
気
力
が
あ

る
」
と
小
泉
首
相
論
。
内
閣
が

疲
れ
て
き
た
な
あ
と
思
っ
た
ら
、

イ
ラ
ク
戦
争
や
朝
鮮
問
題
。９
・

11
テ
ロ
が
お
き
た
と
き
は
小
泉

首
相
に
任
せ
る
し
か
な
い
と
い

う
風
な
感
じ
に
な
り
、
３
年
間

も
小
泉
内
閣
は
続
い
て
い
る
。

「
こ
れ
は
10
年
続
い
た
漂
流
時

代
を
く
い
と
め
た
。
そ
し
て
Ｙ

Ｅ
Ｓ
、
Ｎ
Ｏ
を
は
っ
き
り
言
う

姿
に
気
力
を
感
じ
る
。
し
か
し
、

世
論
調
査
を
大
事
に
し
て
い
て

道
路
問
題
や
郵
政
の
民
営
化
な

ど
を
優
先
し
て
行
っ
て
い
る
が
、

一
番
大
事
な
21
世
紀
の
日
本
の

基
本
理
念
、
国
家
像
が
み
え
て

こ
な
い
こ
と
が
欠
点
だ
」
と
注

文
を
つ
け
た
。

ま
た
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
今
の
憲
法
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

自
分
た
ち
で
作
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
戦
争
を
し
屈
辱
に
た

え
戦
後
を
過
ご
し
て
き
た
日
本

人
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
」
と
強

調
し
た
。

　

教
育
論
で
は
学
生
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
形
で
、「
背
骨
か

ら
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
強
く
語
っ
た
。
小
学
校
で
は

ウ
ソ
を
つ
か
な
い
な
ど
基
本
的

な
日
本
の
規
律
を
教
え
る
。
中

学
校
で
は
そ
の
生
徒
と
国
家
、

社
会
、
世
界
と
の
関
係
を
教
え
、

高
校
で
は
志
を
あ
た
え
、
大
学

で
は
使
命
感
を
う
え
つ
け
る
べ

き
で
あ
る
。
今
は
技
術
論
が
多

す
ぎ
て
、
基
本
事
項
を
教
え
て

い
な
い
。「
普
通
の
国
家
が
行

う
よ
う
に
歴
史
、
文
化
、
愛

国
心
な
ど
教
え
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
持
論
を
展
開
し
た
。

【
学
生
記
者　

町
田
梨
絵
＝
経

済
学
部
２
年
】

「
日
本
の
背
骨
正
せ
！
」

中
曽
根
元
首
相
が
講
演

　

中
曽
根
康
弘
・
元
首
相
の
講

演
会
（
政
治
学
会
主
催
）
が
10

月
26
日
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ク
レ
セ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
中
曽
根
氏
＝
写
真
＝
は
新

潟
県
の
地
震
罹
災
者
へ
の
お
見

舞
い
を
述
べ
て
か
ら
、｢

戦
後

の
日
本
社
会
と
現
代
問
題｣

の

テ
ー
マ
で
、
戦
後
の
流
れ
か
ら

小
泉
首
相
論
ま
で
幅
広
く
語
っ

た
。

　

こ
と
し
は
日
米
通
商
条
約
か

ら
１
５
０
年
、

日
露
戦
争
か
ら

１
０
０
年
、
大

東
亜
戦
争
か
ら

来
年
で
60
年
を

む
か
え
る
歴
史

的
に
め
ず
ら
し

い
年
。
こ
こ
で

一
度
私
た
ち
は

歴
史
を
見
直
さ

な
く
て
は
な
ら

な
い
と
し
、
戦
後
政
治
の
枠
を

作
っ
た
吉
田
茂
首
相
に
つ
い
て

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
う
ま
く
戦

後
の
日
本
を
処
理
し
た
が
、
し

か
し
一
番
大
事
な
国
家
の
将
来

の
こ
と
を
考
え
た
り
、
基
本
の

姿
を
言
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
欠
点
で
あ
っ
た
」
と
戦
後
日

本
の
反
省
を
語
っ
た
。
ま
た
戦

後
を
３
つ
の
時
代
に
分
け
て
時

代
認
識
を
披
露
。始
ま
り
の「
冷

戦
時
代
」
は
戦
後
政
治
の
総
決

算
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
期
は
た

く
さ
ん
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。

次
は
「
錯
乱
時
代
」。
政
治
は

連
立
内
閣
時
代
と
な
り
、
政
治

の
不
安
定
が
10
年
も
続
き
、
経

い
切
っ
た
質
問
も
。

　

「
武
田
真
治
君
と
一
緒
に
ラ

イ
ブ
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

メ
ー
ル
交
換
を
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
、
人
気

女
優
は
笑
っ
て
答
え
た
。

　

こ
の
あ
と
12
月
10
日
に
は
、

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
」
の
公
開
番
組
収
録

が
行
わ
れ
る
。

（
学
生
記
者　

西
原
香
保
里
）


